
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度高校生活動推進委員会 支部活動が始まりました！ 

平成２８年５月１９日（木）１３：００～ 第３回生徒実践分科会  

１４：３０～ 第３回高校生活動推進員会 宮城県庁１８階 １８０２会議室 

【生徒実践分科会】 

来年開催される競技会場に展示する制作物について決定しました。 

制作物は①モザイクアート（写真８０００枚で制作） 

②キャップアート（ペットボトルキャップ１８００個で制作）です。 

デザインは各支部代表校で決定しています。各学校には，部活動の写 

真等を撮影し，提供していただきます。また，ペットボトルキャップの収 

集を協力していただきます。よろしくお願いします。 

 

【高校生活動推進委員会】 

               平成２８年度の高校生活動推進委員会が開催されました。 

南東北インターハイ１年前となり，各支部でのＰＲ活動，高校

生活動推進委員会でのＰＲ活動について確認し，今年は活発

に行われることになりました。 

今年度最初の高校生活動推進委員会の活動としては，４月

２４日（日）広島県で開催された中国総体１００日前イベント

の現地調査でした。この現地調査には，生徒委員長と副委員

長が参加し，広島県推進委員会の方々に質問し，宮城県開催

イベントに向けてアドバイスをいただいてきました。 

平成２８年度各支部 PR活動！ 
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広島県１００日前イベント現地調査 

開催日：４月２４日（日）イオンモール祇園

（広島市） 

                     
【仙南支部】             

オータムフェスティバル(１０月)， 

いわぬまエアポートマラソン(１１月) 

【仙塩支部】  

多賀城あやめまつり(７月)，仙台七夕まつり(８月)， 

  十符の里－利府フェスティバル(１０月) 

【石巻支部】  

サン・ファン祭り(５月)，石巻川開き祭り(７月)， 

ツール・ド・東北 2016(９月)，いしのまき復興マラソン(１１月)      

【大崎支部】  

初午まつり(４月)，古川まつり(８月) 

【栗原登米支部】  

地区総体（５月），佐沼夏まつり(７月)， 

佐沼秋のフリーマーケット(１０月)，地区新人大会 

【本吉支部】  

支部総合文化祭(７月)，志津川湾夏まつり福興市(７月)， 

気仙沼みなとまつり(８月)，気仙沼サンマフェスティバル(１０月) 

 

南東北インターハイまであと １年！！ 



宮城県開催競技の魅力発掘特集 【第３回】   
      

    

 

その５ 水球 （柴田高校） 

水球競技はイギリスで発祥したスポーツで，当時は馬を模した樽
たる

に乗ってボールを追ったことからウォーター

ポロと呼ばれています。水上（水中）という体の自由がききにくい状況で泳ぐことはもちろん，スタート，スト

ップ，ジャンプなどを行いながらボールを扱い，さらに球技としてのゲームセンスも

要求される水球は，ヨーロッパではサッカーと並び人気のある競技です。 

□柴田高校 ３年 部長 佐藤
さ と う

 友一
ゆういち

 さん 

 中学校までは野球部に所属していたが，高校で面白そうだと思

い入部した。シュートが入ったときが快感。攻守の切り替えが激  

しいところが面白く水球の魅力だと思う。  

〇H29南東北インターハイに向けて後輩へメッセージ 

顧問の先生の指導の下，挫けずにより多く勝つことを目指して 

頑張って欲しい。 
 

□柴田高校 ２年 島貫
しまぬき

 哲
て っ

平
ぺい

 さん 

兄が水球をしており，中学１年生から水球クラブに加入 

した。   

最初は何もできず，面白さを感じることができなかった 

が，いろいろなことが出来るようになるにつれて球技とし 

ての面白さがでてきた。 

〇H29南東北インターハイに向けての意気込み 

地元の応援も多く期待も大きいと思うので，負けたくな 

い。 

その６ なぎなた （仙台育英学園高校） 
伝来の絵巻物や物語によると「なぎなた」が登場するのは１０～１１世紀頃の合戦とのことです。太刀よりも

応用自在で長いなぎなたは多数の敵を相手としたり，海戦で非常に有利な武器となりました。合戦では弓矢を持

った馬上の兵士に対して歩兵の持つなぎなたが威力を発しました。 鉄砲が１５５０年に伝来し，戦闘方法が著

しく変化したためなぎなたは急速に衰退し，江戸時代に入るとなぎなたは戦では使用されなくなり，武士の装飾

的な武器あるいはその子女の護身用として用いられるようになったとのことです。なぎなたは武家に嫁ぐ嫁入り

道具の一つとなり，このため，今日のなぎなたも主に女子が主流となっています。※（公財）全日本なぎなた連

盟 HP参照 

□仙台育英学園高校 ２年 副部長 三嶋
み し ま

 弥々
や や

 さん 

中学ではテニス部に所属していたが，高校でなぎなた部を見学し， 

先輩を見て格好いいと思い入部した。格闘技としての面白さがあり， 

勝ったときがうれしい。その世代にしかできないなぎなたがあり， 

奥が深い。 

〇H29南東北インターハイに向けての意気込み 

団体で上位入賞を目指したい。 

□仙台育英学園高校 １年 菅原
すがわら

 千
ち

桜
お

 さん【H28宮城県高校総体，個人優勝】 

小学３年生から姉と一緒に始めた。姉が出場したインターハイ 

で強い選手を見て，さらに強くなりたいと思い高校でも入部した。 

武道として，技だけでなく，心も鍛えられるのが魅力だと

思う。出来ない部分があると悔しいが，練習して１本取れる

とうれしい。 

〇H29南東北インターハイに向けての意気込み 

上位入賞を目指し，練習を積み重ねたい。 

 

 

今回は，「水球」と「なぎなた」の２競技です。水球は，県高校総体において，柴田高校水球部を取材し，なぎ

なたは，仙台育英学園の練習におじゃまし，それぞれの競技の魅力について，お話を伺いました。 

＜魅力発掘特集は次回へ続く＞ 


